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を主たる対象 とした通年科 目である。フィール ドワークを実践 し、それを民族誌とし
て表現するために必要な基本的知識 ・技法を学ぶことを目的としている。この科目の
最初の課題 として、学生が完成 させた参与観察のレポー ト12本を、かれ らの許可を
得たうえで、で きるだけ教員が手を加えることなくここに資料として掲載する。
学生 は第2回 目の授業において、まず 『山谷 ブルース』の一部 を読んで きたうえで、
フィール ドワークとい う調査方法の意味や困難について話 し合った[ファウラー
2002]。続けて、講義を通 じてフィール ドワーク及び参与観察の概要について学んだ。
第3回目の授業では、フィール ドワークの技法 を記 した文献から、参与観察に関する
部分を読んできたうえで、そのポイン トを確認 した[谷 ・芦田2009、佐藤2002]。
そして、各学生が参与観察の具体的な計画を披露し、現実可能性や リスクについて検














持たないまま、参与観察とその文字化 ・図表化に挑戦 し、その難 しさや奥深さ、おも






II学 生 レポー ト集
1駅 のホームを観る
観察者:岩 島由季 レポー ト
場所:埼 玉県 さいたま市JR大 宮駅 埼京線20番 線ホーム4号 車付近(地下にホ
ームがあ り、薄暗 く、照明は白色灯。涼 しめ)






間に置 く。17:20に並ぶ。電車 を待つ間は片 手でスマホを持ちうつむ きぎみでほと




②女性、身長160センチ くらい、中肉中背、黒髪で方あたりまでのス トレー ト、細
めの楕円形のメガネ、化粧は薄 目(もしくは していない?)、灰色チェックの襟付 き
半袖ブ ラウス、薄い水色のデニムパ ンツ(膝から少 し下までの丈)、わら編みの夏物
のサ ンダル(ヒールは5センチ くらい)、黒い角ばったリュック(亀の甲羅みたいな形)














からスポーッをやっていて健康的、待つ問の動 きの多 さからすこし落ち着 きがない学
生、という印象を受けた。
④女性、身長160センチ前後、中肉中背、からし色のフレア袖のシャツ、水色のワ
イ ドデニムパ ンッ、腰には濃い茶色で革製のサッシュベル ト、靴は黒のパンプス(ヒ





性の足 を避けてか線から全 く外れたところで、②の女性からも少 し離れていた。並ぶ
直前に列 をのぞき込むような仕草がみ られた。並んだ直後に後ろを振 り返 り、リュッ
クを一度方から外 し自分の前にず らした。そのあ とリュックを背負い直 した(何か、
リュックの口が開いていないかを確認 したように見えた)。それをしたあとは手元の
スマホに目を向けた。電車が現れるとあたり(後ろまでは見ていない)を見回し、さ






























られる。また後ろか ら観察 していたため表情が見えづ らく会話 も聞き取 りづ らかっ
た。一人の行動に注 目すると、ほかの対象者の動 きを見落 としやすい。
その反面、離れた場所で観察 していたので、全体的、同時的なうごきを客観的に観
察できたと思う。また観察 していることに気づかれにくかった。





















対応の機会が見 当た らなかった為、諦 める。あん こギ ッフェリが220円とい うのが 目
につ き、それに決める。カウンター には男性店員Aと 女性店員Aの2人 。男性店員A「 い
らっ しゃいませ」私 「あ んこギ ッフェ リとアイス コー ヒーSサ イズ で。」そ う言 うと男
性店員A「 あん こギ ッフェ リとナイス コー ヒーSサ イズ はい ります」と抑揚 のある話
し方が とあ るテーマパー クのス タッフの ような口調 でカ ウンターにいる女性店員Aに
指示 をす る。男性店員Aは 研修 中の札 を付 けていた。女性店員Aは 私が中学の頃何 度
もシングルス の試合 を した相手 だった気がす る。 そう思 っているうちに、男性店員A
「ポ イン トカー ドはお持 ちですか?」 私 「無 くして しまったので くだ さい。」ポイ ン ト
カー ドを受 け取 り、女性 店員Aが コー ヒー とあん こギ ッフェ リをお盆 に乗せて 「ごゆ
っ くりどうぞ」とカウ ンター越 しに差 し出す。私 は勇気 がな くまた彼女に話 しかけ ら
れず に奥 のソファ席 に向か う。 しか し、テーブルカ ウンターの人たちを観察す るため
に席 を移動 し、 コーヒー を飲み なが ら観 察 を始 める。
【着席 】の観察結果
①1組 目の客の際
隣の席 に座 る男性 は30代前半、黒髪 の短髪、スラ ックスの裾が擦れてほつれてお り、
ハイカ ッ トの革靴 。前の席 に座 る女性 は20代後 半、黒髪ス トレー トで ミデ ィァム ロ
ングヘ ア、水色の カーディガンに花柄 の紺 色のス カー ト。
女性が 「その靴お しゃれですね」と、男性 のハ イカ ッ トの革靴 を褒め る。「お似合い
です」、それ に対 して男性が 「水色似合 ってる」、女性 「これか ら水色 しか着 ないか も」
と照 れ臭 そうに笑顔 で答 える。そ して女性 はポーチ を持 ち、 トイ レに向かう。その間、
男性 は足 を組 み、顎 を手 で触 りなが ら待つ。その後、女性 が席 に戻 って きて、少 し会
話 を続 けた後 、退店。
②2組 目の客 の際
カ ウンターに座 る男性Aは 大学生(19～21歳)くらい、黒髪の短髪、黒色の トップス。
3人の中で一番 体つ きが良い。 イヤホ ンをつ けて いる。 カ ウンターに座 る男性Bは 、
大学生 くらい、茶髪の短髪、赤色の トップス。カウ ンターに座 る男性Cは 、大学生 く
らい、黒髪 の短髪 、眼鏡 、細 身。
両隣に座 っている男性A、BがPC使 い、作業 を進めている(課 題 だと思 われ る)。B
の隣iに座 ってい るCは 英語 の教材 を広 げ、勉 強を してい る。AがBに 話 しか ける とC
もその話 に入ってい くこ とが何 度か見 られる。三人 は勉強 をす るために集 まっている
ようだが、お しゃべ りが多 く、作業効率が悪 いように見 えた。
③3組 目の客 の際
カウ ンダー に座 る女性Aは20歳 ぐらい、茶 髪 ミデ ィアム ロング、デニム を履 いた
ラフな格 好。
PCを使用 して作 業 を行 ってい る。机の側面 に設 置 され たコ ンセ ン トを使用 してス
















差がないことを伝え、引継 ぎを行 う。そ して、男性店員Aは スタッフルーム戻ってい









お皿をのせ、返却口に置 くと、女性店員B「恐れ入 ります。」そ して私は出口へ向かい
退店。
















































植物 と並び立つ47基の朱の鳥居、そ して多 くののぼり旗に囲まれた狭い上 り階段
の参道の先に、佐助稲荷神社はある。段は半ばまで緩やかだが坂 自体が急なのか、ロ
ー ドバイクを抱えて息を切 らしなが ら上っていたバイクウェアに身を包んだ男性3人


























拝殿の方から2人がこちらに歩いて くる。息を弾 ませた細身の女性が 「お茶あるよ」
ご
と言いながら真っす ぐウォータージャグに向かう。先に私と同じベ ンチに座った男性











ける様子 を見て 「だっさ」と笑っていると、同じく書 き置きの御朱印と御朱印帳を持
った女性2人がやって来た。四人で何や ら喋ったが、聞き取れなかった。彼 らはそれ








初めての参与観察 一2017年度 「社会人類学演習1」の学生レポート集一 107
斜め前のベンチに座る。問に挟 まれる形になった私は居心地の悪 さを感じたが、4人
はそのまま話 していた。背後にある霊狐泉の方で高 らかに鳴く鶯の声の後、妹が 「ほ





ったよ」と答えた。すると、母親と思 しき50代女性はそれを受けて 「厄年ってい うの
は、歳だから気を引き締めて、結婚出産 もあるから、そういう節 目に……」と言う。「あ




















成就の木札が下げられてお り、向かって左の ものは「出世開運 縁結 商売繁盛」、
右のものは 「商売繁昌 縁結び 家内安全」と書かれていた。
20代男性2人。共にTシ ャッとジーンズとスニーカーとリュック。1人は眼鏡をか
けていたためここでは眼鏡の男性、もう一人は短髪だったため短髪の男性 と称す。
親 しげに喋 りながら、2人 の男性が本殿正面の階段を上って来た。本殿が見えると、
会話の途中で眼鏡の男性が 「わ、すっげえ」と感嘆の声 を上げた。二人で本殿の前に




























































lIO 初めての参与観察 一2017年度 「社会人類学演習H」の学生レポー ト集 一
(1)紺アイコス(男)40代 前半。灰皿Rの 前。紺色 のア イコス。
(2)白アイコス(男)20代 後半。灰皿Lの 前 。白色 のアイコス。黒い短髪(前 髪あ
り)で眉 は整 え られてお り山型。薄 い青色 のス トライプの シャッに紺色 のスー ツ(光
沢のあ るボ タ ンの付 いた上 着、ス トラ イプのズ ボ ン)。銀色 のバ ックルが付 いた先 の
尖った黒色 の革靴。A4サ イズが入 る くらいの四角い黒色 の鞄。
(3)ストライプ(男)40代 前半 。灰皿Rの 奥 。禿 げ上が ってお り、後頭部 にlcmも
ない くらいの短 い白髪が生 えてい る。黒縁 メガネ。青色 のス トライプの長袖 シャツ。
(4)リング(男)50代 。灰 皿Rの 奥。青色 のハ イライ ト。小太 り。襟 の縁 のみ黒
色の白色 の半袖 シャッ。 シャッの胸ポケ ッ トにスマー トフ ォンを入れてお り、スマー
トフォン用 の リングが ポケ ッ トか ら出てい る。黒色 のズボ ンを履 いてい るが裾が短 く
白色 の靴 下が見 えている。背 中全体 を覆 う くらいの大 きな リュ ックサ ックを背負 って
お り、その左 ポケ ッ トには2口 程飲 んだお～いお茶濃い茶 が入 ってい る。金色の結婚
指輪。
(5)ブレンデ ィ(女)40代 ～50代。灰皿Lの 前。黒い髪 をハー フアップに してい
る。 グレーのパーカー。 ジー ンズ。茶色の靴。茶色 の鞄 。京王堀之 内駅前のスーパー
三和の袋 を持 ってお り、袋 の底 か ら無糖 の ブレンデ ィ1Lの ペ ッ トボ トルが透けて見
える。
(6)白黒 メガネ(男)40代 ～50代。灰皿Lの 前。短髪。柄 の部分 に白色 のポ イン
トが入 った黒縁 メガネ。青色 ス トライプの長袖 シャッ。黒い手帳型 のケースに入 った
スマー トフォン。銀色 の結婚指輪。
(7)がっち り(男)40代 ～50代。灰皿Lの 前。が っち りとした体格 。白地 に側面
が青色 の箱 の タバ コ。色 黒。短髪(前 髪 な し)。黒色 のスー ッ上下。黒色 の靴。右手
の指の付け根に黒ずんだ タコが3つ 程。
(8)エプロン(男)20代 後半 。灰 皿Rの 奥 。金色 のZippo。黒い短髪 だが、毛先が
うね ってい る。エプ ロンの上に白黒 の細 かいブロ ックチ ェックのパーカー(フ ァスナ
ーが閉 まった状態)。灰色のズ ボン。灰色のニューバ ラ ンスのスニーカー。
(9)缶(男)20代 半 ば。灰 皿Lの 奥。黒 い短髪。黒色 のTシ ャッを カー キのズ ボ
ンに入れ、黒色のブルゾ ンを羽織 っている。灰色 のス ニーカー。黒色 のボデ ィバ ッグ
を胸元 にか け、 ビニール袋 と白色 と金色 の缶(コ ー ヒー?)を 持 っている。
(10)大きな鞄(男)50代 。灰皿Lの 前。 薄毛。青色 のス トライプの長袖 シ ャツ。
銀色 の腕計。30cm×20cmくらいのパ ンパ ンになった大 きな鞄 を肩か らかけている。
(11)ピンク(女)50代 。灰 皿Rの 前。黒い髪 を紺色 と白色 のボーダーのシュシュ
でハ ーフア ップに してい る。白地に小 さな+の 模様が全体的 にプリン トされたチュニ
ックに ピンク色の カーデ ィガンを羽織 っている。薄 い茶色 のズ ボン。側面が赤色 と茶
色 のチェ ック柄 になってい るベージュのス リッポ ン。赤色 と茶色のチ ェック柄 のエ コ
バ ッグ。黒色 と赤色の傘。
初めての参与観察 一2017年度 「社会人類学演習ll」の学生レポート集 一 lll
(12)フワフ ワ(女)50代 ～60代。灰 皿Lの 前。 白髪染 め を して いるが、 白髪交
じりで細 くフワフワ とした肩 くらいの長 さの茶髪。青色 と茶色 の花柄の トップス。 ジ
ーンズ。 カーキのス リッポ ン。青色 と茶色 のチェッ ク柄 の弁 当入れの ような鞄。
(13)オー ル ア ップ(女)30代 後半～40代前半。灰 皿Lの 左側。黒 地に水色 や緑色、
赤色の水玉模様の タバ コケース。 ラインス トー ン付 きの黒色の クリ ップで黒い髪 をオ
ールアップにまとめてい る。ベージュのジャケ ッ ト。カーキのふ くらは ぎ丈 のズ ボン。
デニム地の ロー ファー。 ピンク色の丸みのある鞄。黒色の四角い小 さな鞄。白色のキ
ャンバス地の もっと小 さな トー トバ ッグ。黒色 の手帳型ケース に入 ったスマー トフォ
ン。銀色の結婚 指輪 。
(14)作業着(男)50代 後 半～60代。入口付 近、2つ の緑色 の機i械の問。禿 げ玉が
っている。青色 のシ ャツに青色 のズボ ンの作業着。
(15)もぐも ぐ(男)50代 後 半～60代。灰 皿Lの 奥、柵 に もたれてい る。 濃い青
色 の作業着。黒色 のスニーカー。ず っ ともぐもぐしている。
(16)赤ネ クタイ(男)20代 後半。灰 皿Lの 奥 。黒 い短髪。 黒縁 メガネ。赤地 に白
色 と青色 のス トライプのネクタイ。銀色の腕時計。
(17)赤ケース(女)30代 。灰皿Lの 前 。赤色の タバ コケース。黒い シ ョー トヘア。
黒色 のカーデ ィガ ン。黒色のズ ボン。黒色 に少 し水 色の入った靴。
(18)即退出(男)50代 。入 口付 近。メガ ネ。黒色の ス トライプのスー ツ上下。茶
色 の靴。喫煙所滞在時 間約30秒。
(19)ボー ダ ー(男)20代 後半～30代 前半。入 口付 近。黒 い短髪。 ボー ダーのT
シャツの下 に灰色の薄手の長袖 シャッを腕 ま くり。黒色 の リュ ックサ ック。
(20)ホコ リ(男)30代 。灰皿Rの 前。小太 り。 うね りのある黒髪。紺 色のス トラ
イプのスー ッ上下。銀色の イヤホ ン。背中に白色 の埃が一つ付 いてい る。
　　　　　
(21)1:9(男)40代。灰 皿Rの 奥。薄毛 で前 髪 を1:9分 けに してい る。黒 色の
Tシ ャツ。黒 色のボデ ィバ ッグ。
(22)レッ ドブル(男)20代 後半。灰 皿Rの 右側。 メビウスオ70ションlmmを メ
ビウスの ロゴが入 ったケースに入れている。黒 い短髪。黒縁 メガネ。黒色 を基調 とし
た シャカシャカ素材のパー カー。ジー ンズ。PUMAの 黒色の スニ ーカー。 アウ トドア
の手提げ。ア ップル ウォッチ。 レッ ドブルの缶 を持 ってい る。
(23)紫(男)30代。黒い短髪。紫色の トレーナー。灰色 のス ウェ ッ ト地の ズボン。
(24)緑く男)60代 。灰皿Lの 前。が っち りと した体格 。白髪交 じりでやや長めの髪。
メガネ。緑 色のスーツ上 下。
(25)A(男)40代。灰皿Lの 前。B(男)と 話 しなが ら喫煙 スペ ースに入 って来 る。
薄毛で白髪交 じ り、坊主 に近 い。 白色 の半袖 シャツ。
(26)B(男)40代 。灰 皿Lの 前 。A(男)と 並 び、比較 す る とAよ りも細身。薄
と
毛で坊主に近い。白色の半袖シャッ。黒色のズボン。銀色の腕時計。

















いった印象を受ける。白アイコスが吸殻 を灰皿に捨てて出て行 く。入口付近の樹木 と
の対比か ら彼の身長は160cm台で低めであると感 じる。す ぐにリングが入って来る。





に「あ、女性だ」と感 じる。無糖 のブレンディのペットボ トルが入ったビニール袋を
置き、ロータリーをぼ一っと見つめながらタバコに火をつける。恐 らくスーパーで買
い物 していたのであろう。一方でリングはスマー トフォンを操作 し始める。その後ブ
レンディは灰皿の網に6回程タバコを強 く擦 り付け、 しっか りと火を消した後にタバ
コを灰皿に捨て、出て行 く。彼女は几帳面な性格 なのかもしれない。続いてリングが
スマー トフォンを操作 しながら出て行 く。その時、彼の足元の白色に目が行 き、丈の
短いズボンから靴下が見えていることが分かった。
その後す ぐに白黒メガネがスマー トフォンを操作 しながら入って来る。左手でタバ
コを持ち、「す う～っ」と音 を立てて息を吐 きながら唇を尖らせている。タバコを吸い
終えた白黒メガネはす ぐに出て行 く。誰 もいなくなったため、目の前の緑色ばか りの
花壇に目をやるとスズメが1匹左側か ら右側へ移動 している。スズメを見ているとが
っち りが入って来る。スーッも全身黒色であったため 「黒1」 と思う。がっちりは、
喫煙 しなが ら左手で歯に挟まっているのであろう食べかすを取 り始める。がっちりは










彼はタバ コを吸いなが らスマー トフォンを出 し、すぐにしまい、またす ぐに出して操
























電話中であろう。男の声はす ぐに遠 くへ行った。オールアップはスマー トフォンをポ
ケットから出し、左手で持ち、タバコを持つ右手で操作する。人差 し指 と中指でタバ
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コを挟み、薬 指でスマー トフォンの画面 を操作す る。彼女は肩 か らピンク色の鞄 をか
け、左腕 には黒色 の四角 い鞄 と白色 の小 さめのキ ャンバス地の トー トバ ッグを持 って
お り、「重そ うだな」と感 じる。 ここで また後方か ら通話中の男 の声がす る。影が先程
の男 よ りも太 って いるため別の男で あろ う。「処理が 進んでお ります」とい う言葉 が
聞 き取れ る。仕事 の電話 だ と推測す る。彼が通 り過 ぎる と、「ね え～」と言 い合 う声が
聞 こえる。話 のス ピー ド、声 質か ら60代の くらいのおば さん2人 と推測す る。
12:00、作業着が入 口付近 の緑色の機i械の方 に入ってい く。初 めは何 を してい る'の
か と思 うが、12:01、京王相模原線 区間急行本八幡行の電車が発車す る音 を聞 くの と
ほぼ同時 に灰 皿Lに 灰 を捨 てに来る。灰皿 の前 は混雑 しているわけで はないの にわざ
わざ奥 で吸 うなんて変 わってい る と考 えてい ると 目の前 をタクシーが2台 通過す る。
その まま正面 を向いたままに している と、ロータ リーの奥 の横 断歩 道を白色 の半袖T
シャツの女性 が走って渡っている。腕 を大 きく振 っている様 子か ら電車 に乗 り遅れ な
い ため に走 っているのか と思 い きや 、次 に駅 とは反対側の横 断歩 道を渡 り始 める。横
断歩道 の信号 が変わ りそ うで走 っていたのだ と推 測す る。 ここで作業着 は出て行 き、
オールアップは2本 目に火 をつ ける。周 りは静かにな り、「当駅は、終 日、全面禁煙 と
なってお ります」とい う駅 の アナ ウ ンスや、改札の 「ピンポ ン、 ピンポ ン」とい う音
が聞 こえる。 オールア ップは先程 か らず っ とスマー トフォンを操作 している。京王の
バ スが ロー タリーに入って来て、右側 を通過す る。
12:04、通過電車 の音が響 く。
12:05、「ピー ッ、 ピー ッ」とい う音 と共 に先程通過 したバスが停車 する。 その後 も
ぐもぐが入 って来 る。柵 に もたれ、灰皿 に背 を向 けた状態で何か食べ ているのか、 も
ぐもぐしてい る。 しか し彼 の手 には食べ物が な く、最後の一口 を頬張って咀噛 しなが
ら来 たのか と思 う。オールア ップは出て行 く。「バサバサ ッ」と鳥が羽 ばた く音が して、
もぐもぐの 目の前 を鳥が5羽 程飛んで行 く。もぐもぐは首 を右 に回 し、鳥た ちを見 る。
12:06、「チ ェッチ ェッ」と舌打 ちの ような音 を もぐも ぐは発する。無表情 で柵 に も
たれかか ってい る状 態であったため、何 かにい ら立 ってい るとい う舌打 ちではなさそ
うだと思 う。食後で口 に違和 感があったのだろ うか。そ して も ぐもぐは右腕 のみ大 き
く振 りなが ら出て行 く。
12:09、赤 ネクタイが入って来て、スクワ ッ トの ように一度だけ一瞬 しゃがんでか
ら立 ち上が り、左 腕 に装着 している腕 時計 を見 て、 タバ コに火 をつける。何 か落 とし
て拾 ったのだろ うか。続けて赤 ケースが入 って来る。12:08に電車が到着 したため、
下車 した人 々であ ると推 測する。赤 ケースは赤 いポーチか らタバ コを取 り出 し、吸 い
始 める。赤 ネクタイは鼻 をすする。
12:10、即 退出 とボーダーが入 って来 る。赤ケースは出て行 く。即退 出も出て行 く。
ポ コリと1:9が入 って来て、続 々 と人が入 って来 る と感 じる。正午 過 ぎ、お昼休 み
が 関係 してい るの だろうか。彼 らは黙 々と喫煙 してい る。
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一12:12、レッ ドブルが レッ ドブルを飲 みなが ら入 って来て、 ボー ダーが出て行 く。
続いて ホコ リが入口の方 を向 いて、地面 に置いていた鞄 をかが んで取 ろ うと した時、
彼の背 中の埃 に気づい た。 この時紫が喫煙スペース に入 って、灰 皿Lに 吸殻 を捨 てて
す ぐに出て行 く。 レッ ドブルは咳 をす る。 そのまま彼 を少 し見てい るとア ップル ウォ
ッチ を装着 している ことに気づ く。黒色 を基調 とした幾何学模様のパーカーのせ い も
あ ってか、最先端 な感 じがす る。俗 にい う意識高い系 を彷彿 とさせる。
12:12、緑 が入 って来る。抹茶 のよ うな色の スー ッで、 これ まで観察 した人々の中
で は浮 いた色合い である。「ピー ッ、 ピー ッ」とまたバ スが駐車す る音 が聞 こえ、 レ
ッ ドブルはバ ス を見始め る。彼 はメ ビウス オプシ ョンlmmが 入 った メビウスのポー
チ を持 っている。
12:15、男が2人 、AとBが 話 しなが ら入 って来る。もう1人キャ ップが入 って来 る。
レッ ドブルは2本 目を吸い始め る。A「僕 はこの まま直帰」B「～～～(聞 き取 れない)」
A「 よか った」と会話 してい る。 こ こで緑 は出て行 く。A「 新宿 …神保 町のホ テル行
って…」断片 的に しか会話が 聞 こえない。1:9は 咳払 いを し、立 ち去 る。続 けて レッ
ドブル も缶 を飲 み干 して出 る。AとBは 会話 中で、Bは 正面 を指 さす。 こちらか らだ
とア イセ イ薬局 を指 さしてヤ・るように見 えるが実際は どこを表 しているのだろ うか。
一方 でキ ャップは入 口付近 の緑色の機械の右側の方 に午後の紅茶温かい ミルクテ ィー
を置 き、左 手で タバ コを吸い、右手で スマ ー トフ ォンを操作 している。AがBを 残 し
て喫煙 スペース を後 にす る。Bは タバ コを吸い なが らしきりに腕時計 を見 て、吸殻 を
捨 て、右足 か ら歩 き出 して出 る。続いて キャ ップ もペ ッ トボ トルを持 って出て行 く。
誰 もいな くな り、灰皿等 スケ ッチす る。
12:20、,観察終了。喫煙スペース を出 る。
喫煙 スペ ース付近 の図:
(省略)
5喫 茶店 を観 る
観察者:阪 上葵
日時:①4月26日16:20～ 、②5月9日17:10～ 、③5月9日20:30～
場所:①JR町 田駅 のマルイ内の喫茶 店P、② 南大沢 アウ トレッ ト内の喫茶 店T、 ③町
田駅 の喫茶店S
① の観察結果:
自分が座 ってい る席 は向かい合 って座 る2人 用の席。一番右、エス カレー ターが見
えるガラス側。 左側 に同 じタイプの席 が4つ あ り、二つ 隣は二 つを くっつけて3人 の
お客 さんが座 ってい る。
ネク タイ をしていないがスー ッの若い男性 と女性2人 とが向 き合 ってい る。 この女
性2人 組 は私服 で、年齢 は30代後半か ら40代前半 とみ られる。 「精神病」「薬」「健康 、
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脳に作用する」などのワー ドが聞こえる。「うちの特徴は～多 くの都会の企業は～」と

































も席がある。2Fに登ると広いスペースがあ り、階段 を上がってす ぐ左手に丸いテー
ブルと二つの椅子のセットが4つ、その隣に4人ずつが向き合う形になった大 きな長
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方形のテーブルがある。そこにはコンセントが付いていて充電することができる。今
回はできるだけ全体を見渡せるように端の2人用のテーブルを選んだ。







Macゾー ンにはその名にふさわ しくMacを開いている人が今4人 もいる。 と書いて
いるうちに女子高生2人がMacゾー ンか ら右側の席に移動 した。しばらくすると、金
髪の女性がMacゾー ンの一番左側、窓際の席に座った。















今回は普段か ら自分が よく利用し、身近な場所であ り、また1人で長時間いても怪
しくみられない場所であるカフェを参与観察の練習場所 として選んだが、結果、あま
り面白い観察内容は得 られなかった。場所を変えて何度か行 ったが、どこを見るか、
どう切 り取るか、 という点について定まり切らず難しさを感 じた。また入が多いこと
がカフェでの観察の難点 としてアドバイスをいただいていたが、人数の大小に関わら























1(二年):「いつ も火曜 日は二限だけなんです。で も今 日は友達と安楽亭で食
事をしたあと(図書館で)宿題やろうと思ってたんですけど、富士
見台公園を通 った ら部室の方が近 くなったので…。(火曜 日は)い
つも時間潰 してるんですよ…。」
軽 く談笑 しながら彼の着ている服を見る。灰色の地にピンク色の英語が筆記体で描
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榊原:「Uく んいつか また山い くのかな…?」
1:「夏休 み に入 った ら二 人で一緒 に富士 山に行 こうと して ます。」
榊原:「で も富士 山って我 々 も今年行 こうと して る じゃん。」
1:「そ うなんです か…1?」
そこで会話 は終 わ り、1は再 び地形図 を眺 め始 める。本当に地形図 になにか用 があ
ったのか、それ とも私か ら目線 を外 すためにそ うしたのかは分か らない。 日差 しは暖
か く、風 は涼 しい。一年の中で最 も良い季節 だ と感 じる。 窓の外 には誰 もい ない芝の
グラウン ドがネ ッ ト越 しに見える。入 り口側か ら、誰かが下の階で水 を使 う音がす る。
15:30、1、何かの青色 の ビニール袋 を几帳面 に きれい にたたみ始め る。何 かに再
利用す るつ もりなのか と推測 したが理 由は とくに訊 かなか った。その後1は リュ ック
か ら電子辞書 を取 り出 し、なにかの英文 を訳 し始 めた。私 はさっきつけたゲームの音
は1に迷惑だろ うか と思いなが らこの部室 の構 図をメモ し始め る。
16:00、入 り口の扉が開 き、三年生 のTが 入 って来 る。 白いTシ ャッと黒 いジー ン
ズ を履 いてお り、中肉中背。黒 髪にッヤがある。形式 的に1が挨拶 しTが 挨拶 を返す。
Tは折 りたたみ式の イスの上 に座 る。
T(三 年):「えいち ゃん(榊 原 のこと)筋 トレしようよ。」




T、斜 めが けのカバ ンか ら出 した課題 と思 しきなにかの文章 を読み始め る。その後 、
三 人で次の 山行の参加者が多い ことについて少 し談笑す る。
16:15、入 り口の扉 は開い た ままだったので、い きな り三年生 のMが 現 れる。白
いシャツと黒いチ ノパ ンをはいてい る。背 が高 くてス タイルが良 く、黒縁の メガネ を
か けてお り、髪 は黒髪の短髪である。彼 はいつ もニコニコ してい る。彼は入 り口近 く
の長方形の机 のTの 反対側 に座 る。
T:「M、筋 トレいかない?」
M(三 年):「だめだ よ、今萎 えぽよだか ら。」
榊 原:「だか ら俺 行 くって。今 日はラ ンニ ングで きな くて うず うず してるんだ。」
T:「それは筋 トレで発散す るべ き。」




今の会話 の メモ を取 りなが ら、 しば ら くMが 失敗 した ダニエル電池の実験 につい















16:25、気づ くと新入生のKが 入 り口に立ったままTと話 している。Kは入 り口付
近に座っていたTとMに だけ軽 く挨拶をしたようである。そ してTに 「鍵 もらってい

















誘う。もう少 し観察 したほうがいいのではないか という気持ちが一瞬湧き上がるも、
新入生 と一緒にゲームをする誘惑には勝てない。Sも誘い、コントローラーを渡す。
そこで参与観察は終了する。

























者。年 は大体 自分 と同 じくらいの男性。イヤホ ンは白、iPhoneのではない。機種は
iPhone5かそれ以前 と大 きさか ら推測する。 ファッションは先端でも物は大事にする





を履いている。ガタイとて も良 く金色のネックレスをしていた。黒バ ックに黒イヤホ





ックを膝で はさんでいる。染 髪はな し。 ケータイをず っとス ライ ドしてッイ ッターを
見 ていた。多摩セ ンターでの り、稲 田堤 で降 りた。立 つ と慎重 は170センチ くらい、
稲 田堤です ぐに明 るい茶色 の男性が座 る。
【京王稲 田堤一調布12:16～1'2:19】
新②25歳前後 の男性。柄 の シ ャツ をきて黒 パ ン、黒 の革靴、赤 の トー トバ ッグ、
スマ ホの イヤホ ンを使用 していた。
④50代女性。切符ユ ーザ ー、紺色 な薄 いニ ッ トで濃 い 目の紺色 のス カー トをは き、
灰色 のパ ンプスのつ ま先 に花が3つ つ いている、 ピンクゴール ドのカバ ンでイガイガ
がついてい る。持 ち物や洋服 か ら非常 に きらびやかで派手好 きな印象。前 でポーチ抱
えて金色のスマホ をい じる、 カバーは透 明、右手で支 えて左手で動か している、左利
きか。 ワインレッ ドの メガネに、首には金色 ネ ック レス と銀の首輪メイ クはそこまで
濃 くない。
【調布一千歳烏 山12:20～12:27(停 止信号の影響で約2分 遅延)】
7人が座 わってお り、うち男性5人 女性2人 。足 を組 んでいるのは⑤ のお ばさんのみ。
ケー タイ をい じっているのは②～⑤ の4人 。他 は睡 眠、イヤホ ンをつ けているのは5
人で全員男性、寝ていた3人 は寝相が よい。隣の人 によ りかかる ことはなかった。
⑥40代手前の男性。 髪が少 し薄 くな ってい る。多摩 セ ンターで乗 って きた。 イヤ
ホ ンを耳のす ごい奥 まで入れていて、痛 そ う。他人 と比較 して も耳 にフィッ トさせ る
丸みを帯 びた部分が まるで見 えない。音量小 さくして奥 まで入れてい るのか と推測 す
る。マ スクを してい る、水 色の シャツ長袖 に黒 のジーパ ン、 白の靴。灰 色の上着 と黒
の肩掛 け鞄 を抱 えてい る、後 ろに頭 をつけずに垂直 に寝 てい る。後 ろにも横 に も寄 り
かか らず誰 に も迷惑のかか らない寝方。つめが とて も短 い、 白い部分が うっす らある
程度。几帳面 にきってい るのか。
【千歳烏山一 明大前12:28～12:32】
千歳烏 山で大量 に人が乗 って来たので前 目に移動。
⑦起床 、 ヒゲを揃 えている。顔 だち もはっ きりしていて～強そ う。iPhoneのカバー
は茶色。左手 で頬づ えを していた。
④ ゴール ドお ばさんはヤ フーニ ュース を調べ ているが字 は大 きめ に設定、朋 大前で
2.3が降 りる。
【明大前一 笹塚12:33～12:35】
全体的 にみて若者 は染髪 してい る、春 とい う季節 の影響 も考 え られ る。見 た 目が
30代以下 である7人 の うち6人 が染髪 を していた。その うち4人茶色 、1人灰色ア ッシ
ュ、 もう一 人が 白金、染め てない⑦ は黒の帽子 をかぶっている。
【笹塚一 新宿12:36～12:40】
新②千歳鳥 山で乗車 したオ レンジTシ ャッ を着た40代ほ どの女性 は寝 もせ ず、ケ
ー タイを触 らず 、 トー トバ ッグ抱 えて、前 を見ているだけの様子。
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①はずっと寝ていたため降りた後歩 くペースが重 く、ゆっくり階段登った。上着 も
楽器も全て右肩にかけ、時々下をみて歩 くのでだるそ う、楽器のカバンにはmonoの
文字。階段 をゆっくり登 り総武線中野方面へ。














①黒縁眼鏡を着用 した20代後半 くらいの男性。少 し小太 りで動きが遅い。
②短髪色黒の40代半ばほどの男性。スタッフ3人の中でも一番てきぱき動 き、店を
取 り仕切っている様子。






















都営新宿線の電車を利用 し新宿3丁目駅で降 り立つ。外気は寒 くも暑 くもな く、天
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は 「激 しく動いた り騒が しくしたりする場所」として、Xは 「比較的静かに飲む場所」
として認識されてお り気分によっていった り来たりする需要があるのだと思う。こう
いった柔軟な工夫 をすることで儲けられな くなったといわれる2丁目において利益 を
生み、Aは生 き残ってきたのではないだろうか。














だけの人 もお り、'一概に何をしているのかを特定することはで きなかった。
【20:50～21:10個人観察】









酔し周 りが見えていないように思われた。それでも自己の技術 を披露 し、思い切 り踊
る姿にはすがすが しさを感 じられずにいられない。
二人 目は趣味でダンスをしている30歳の若 く見える男性である。彼 と私は過去に
Twitterでつながってお り、そのツイー トを見るに毎週ここに足を踏み入れているよう
だ。私が足を踏み入れたときはいつ も、キレのあるダンズを踊 りつつ、知 り合いが店
に入ると適度に会話をする。今日はいつもより落ち着いた動作で踊り、周りの知 り合い




だ。彼は毎週 日曜 日にここに足を運んではスタッフや知 り合いに酒を奢った り、一人
で店に訪れた若い子に酒をおごり絡んだ りしている。そして自分好みの洋楽の音楽が
流れた際には50代半ばにしてはキレのあるダンスで踊 り、一 目置かれている。今 日








50代半ば男性 との会話 もほ どほどに して退店する準備を始める。飲み干 したジン
トニックのグラスをカウンターに置くと小太 りのスタッフがそれを回収する。多 くの
人が店に入って くる流れに逆 らい一人店を後にする。






































9図 書館 を観 る
観察者:野 ロ香里
日時:2017年5月4日(木)




10:30～11:10※3日 か ら 始 ま る ゴ ー ル デ ン ウ ィ ー
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人物の観察結果:







ロキョロ見まわしたり鞄の中を探った りしている。また小声でぶつぶつと独 り言 を言
っているが、それが誰かにこそこそ話をするように手を口元にあてて話している。











韓国の方。シルバーのシャープペ ンとMONOの消 しゴムを使 っている。おそ らく
iPhone7を机上にだ している。参考書 とノー トを開 きながらプリン トをやっている。
裏紙に漢字とカタカナを練習 した紙も置かれている。それには、「広い」や 「少ない」
などの文字が書かれている。頭 を抱えなが ら手を動か しているが、姿勢が良い。集中
しているように見える。
⑤賃金支払の五原則の項目を勉強している男性。青ペンで参考書に書 き込みがたく









10:40①が雑誌 をもって席 を立つ。約5分後に 『大人の発達～～』という雑誌を











10:55③が参考書を変えて勉強 し始める。前のめ りになりなが ら、またたまに背












うことも起きるだろう.。そのため、常に全体の動 きを意識 しなが ら部分にも注目しな
ければいけないと思った。

































が、地面に打ち込まれたパイプに取 り付 けられ、さらに1メー トルほど高くされてい
る。公園内のブランコは赤色で塗られている。公衆 トイレの建物は水色の小さなタイ
ルで覆われたようなデザイシだ。さらに、公衆 トイレの隣には 「バイクの乗 り入れ、
花火、たき火、ペ ットの放 し飼い、草花 ・樹木の採集などを禁止する」という内容が、
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それぞれ内容を表すイラス トとともに描かれた看板が立っている。
14:10、首から緑色のひもでカー ドの様なものを下げた女性が 自転車でやっで くる。
自転車の後部には幼児用のシー トを取 り付けている。公園にとめてあるほかの自転車













































①チケッ ト売 り場での売 り子 との会話 ※売 り子:女 性、20代、黒のジャケッ
ト
公園を通り抜け、チケット売 り場に近 くなり、学生証 を見せればキャンパスメンバ
ーズであるため入館が無料になることを思い出す。チケット売 り場はガラス張 りのよ
うになってお り、すでに多 くの人がいる。筆者 「こんにちは。すみません、常設展1
枚お願いします(学生証を見せる)。」売 り子 「あ、はい。学生 さんですね。有効期限
を確認させていただきます。」筆者 「はい。」売 り子 「ありが とうございます。では、こ
ちらキャンパスメンバーズ用のチケ ットです。どうぞ。」筆者 「あ りが とうございま
す。」売 り子の顔は強い 日差 しの乱反射による逆光でよく見えず。私の後ろで、西洋
人男性2人が どこでチケットを買えばいいのかスタッフに聞いていた。スタッフは流
暢 とは言えない英語だが、笑顔で対応 していた。チケ ットをもって入場口に進む。
②入場時の会話 ※スタッフ:男性30代、短髪白Yシ ャッ(ネクタイ)黒パ ンッ
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グを所 持。持っていたデジ タルー眼 レフで、展示物 を熱心 に撮影。恐 らく十二神像 だ
けで!0数枚撮影 していた。満足 したのか、その後退 出。
12:58、西 洋人20代4～5人 組。十二神像の前で展 示物 を見 なが ら、何や ら話 をす
る。その後 スマホで十二神像 を数枚撮影、退出。
13:00、日本人女性40代、 白Yシ ャツ、茶パ ンッ。十二 神像 を 自分の ガラケーで
フラ ッシュをた きなが ら多数枚撮影。その場で、写 りを確 認 している様子。満足 した
のか、そのまま退 出。
13:00、日本人男性20代2人 組、① メガネ赤 パーカー、② 白シ ャッ ・ジー ンズ。私
が座 っていた隣に座 り、何や ら話 し込む。 しば らくする とスマ ホを取 り出 してい じり
始 める。13:05頃、再 び展示物 を見 るためか立ち上がって歩 き回 り始め る。
13:05、西洋 人中年男女2人 組(40～50代?)。男 は ピンクシャッ ・ジー ンズ。上
記 の2人組が去った後、す ぐその席 に座 り、荷物整理 をは じめ会話。恐 ら くフラ ンス語。
ま もな く荷物整理 は終わ り、す ぐ展示物 を見 に立 ち上が って退 出。
13:10、上記 日本人①② の2人 組再登場。 また同 じところに座 り、会話 した後 また
スマ ホをい じり始め る。10分ほ どその ままで、その後退 出。
13:15、日本人初老 男性 。 ヒゲ、白髪 まじりのロ ングヘ アを後 ろで縛 る。 白Yシ ャ
ッ ・ジー ンズ ・丸眼鏡。山本耀 司似 。持 っていた小 さめの双眼鏡で、十二神像の細 部
を遠 くか ら鑑賞 している様子 。5分 ほどで退出。
13:16、西洋 人20代カ ップル。男:ヒ ゲ ・短 髪 ・黒 シ ャツ。女:白 シ ャツ ・黒 パ
ンツ ・茶髪 ロング、痩せ 型。 まず女性が私 の隣iに座 り、それ に男が続 く。女性 が疲 れ
た と見えて座 った男 に足 をパ タパ タ して見せ た。二人の問で会話は一切 な く、す ぐに
立ち上が り、退出。
13:20、日本人男女(30代?)。両者 ともセ ミフォーマル。十二神の キ ャプシ ョン
を二 人で読 んで、像 の前 で話す。像の周囲 を歩 き回 り、談笑 しなが ら鑑賞 。男 の方 は
あ まり興 味が なかったのか、展示物 に 目が行 っていなかった様 子。そのまま退 出。
13:23、日本人20代男。 奇抜 なモ ノ トー ンのジ ャケ ッ ト、黒 スキニ ーパ ンッ。チ
ャラい。十二神像 の前 に来 た ものの、他の来館者か ら離れてスマホ入力 に必死。特 に
豫 を見 るこ とな く、 ま もな くその まま退出。
13:25、日本 人初老夫婦(60代?)。私の隣 に座 り、十二神像 の ライテ ィ ングに文
句 をつける。夫 「あのライ トもっ と上 か ら当てて くれればいいの に。 まぶ しくて見づ
らい。」妻 「う ん。」2分 ほどで立 ち上が り、その まま退 出。
13128、日本 人初老 男(60代?)。白髪 ま じり短 髪。 白シ ャッ ・ジー ンズ ・眼鏡。
私の佐渡の知 り合い にとて もよ く似 ている。疲 れた様子 で、私 の隣iに座 る。その まま
気持 ちよさそ うにうたた寝。13:40頃突然 目覚 めて、立 ち上が り退出。
13:30、西洋人男女 カ ップル(20代?)。女性が十二神像周辺 を歩 き回っていたが 、
男 と合流 し、 なぜか何の会話 もな く突然抱 き合 う。男性 はキャプシ ョンを読み、展示
134 初めての参与観察 一2017年度 「社会人類学演習ll」の学生レポート集 一
物 を見ていたが、女性 の方 は全 く興味が ない様子でふ らふ らと歩 いていた。 まもな く
一緒 に退出。
13:35、女子高生2人 組 。仲 が よさそ うに話 していたが、展 示物にはあ ま り興味が
ない様子。導線 を逆走 して、展示物 をあ ま り見る ことな くそのまま退 出。
13:40、黒人 カ ップル(20代?)。女性:黄 シ ャッ。水色 ス キニーパ ンツ。男性:
白地 ローマ字Tシ ャッ。 カー ゴパ ンツ。2人 で展示物 を撮影 していたが 、女性 の方が
疲れた様子で、私の隣に座 る。 そのままスマホ をい じり始 める。男性の方 は、その ま
ま熱心 に展示物 の撮影 を しつつ キャプ シ ョンを読 む。13:48頃に男性 も座 り、あ ま
り会話はな く両者 ともにスマホをい じる。その後、 まもな く退 出。
13:50、日本人お ばち ゃん4人 組(50～60代)。十二神 のため、自分 たちの干支の
像 を必死 に探す。「あ、私の って、あの弓 もってるやつ よ」「あ ら、 ほんと」「あ た しの
はどれか しら」その後 も像の前 で話 し、5分 ほ どで退 出。
14:00、人数が減って きたの と、筆者が疲れたので終了。大量 の修学旅行生 と思わ














































店は推定4畳ほどの狭 く細長い作 りとなっている。通 りに面 した二面には窓ガラス
がついてお り、客が中の様子を見ることができる。窓の所々に価格、営業時間や注意
書き、小籠包の美味しい食べ方などが書かれた張 り紙があった。窓の下には板が取 り













店員③(女)→皮を手に取 り手首を回して皮の形 を整えてから、肉を木べ ら(ガリ





















これまでの観察は店 を取 り巻 く行列の外側か ら行っていたが、今度は実際に列に並
んでみることにした。並ぶときに 「ここおい しいんだよ」と話す通行人の声 を耳にす
る。列の最後尾について他の客の様子を観察すると"そのほとんどが窓から店の中の
様子 を見ている。スマホを見ている者は12人中1人～2人ほどであった。









小籠包は4個パ ックと6個パ ックの2つから選べる。店員④に目で 「どうしますか」と
聞かれた気が したので 「4個ください」と言 うと「ここで食べていきますか」と尋ねら
れる。「はい」と答えると素早 く容器に小籠包を入れ、箸を添えて出してくれる。
代金を支払い横にずれて長辺側のイー トインでたべる。イー トインには自分を入れ










と、1店員が もう一人やって きて 「すみません、失礼 します」といって筆者の横をす り
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